特定奨励費　1

令和９(2027)年度特定奨励費事業計画調書
１　研究事業名等
	学術研究諸団体の名称
	

	学術研究諸団体
の代表者
職名・氏名
	職　名
	

	
	氏　名
	（フリガナ）
	

	
	
	（漢字等）
	

	研究事業名
	

	研究事業期間
	令和　９　年度～令和　　　年度（　年間）

	研究インテグリティ誓約状況（※）
	□誓約している

	応 募 経 費


千円未満の

端数は切り

捨てる
	年度
	応募経費
（千円）
	応 募 経 費 の 費 目 別 内 訳（千円）

	
	
	
	物品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他

	
	令和９
(2027)年度
	
	
	
	
	

	
	令和10
(2028)年度
	
	
	
	
	

	
	令和11
(2029)年度
	
	
	
	
	

	
	総計
	
	
	
	
	

	事務担当者

連 絡 先
	職　名
	

	
	氏　名
	（フリガナ）
	

	
	
	（漢字等）
	

	
	〒
	（住所）

	
	電話番号：

	
	E-mail：


（※）団体の代表者及び「５研究事業を行う組織」に記載されている研究者は「研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスクに対する研究インテグリティの確保に係る対応方針について」（統合イノベーション戦略推進会議決定（平成21年４月27日））の研究インテグリティに関する誓約をしていること。
２　研究事業の目的

３　研究事業計画
	本欄には、研究事業の目的を達成するための具体的な事業内容（実施体制を含む）等について、（１）全体概要、（２）年度ごとの事業計画・方法等を記述すること。なお、研究項目を設定する場合は、研究項目ごとに記述すること（（１）、（２）合わせて２～３頁程度）。
記述に当たっては、研究事業期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか明確に記述すること。また、主要設備（現有設備を含む）との関連のほか、旅費（調査予定地域や実施体制等）や人件費・謝金（人数やその業務の内容等）など研究経費との関連性を含めて記述すること。


（１）研究事業期間（令和９年度から令和　年度）を通して行う研究事業の内容（全体概要）

（２）各年度の研究事業の内容

（令和　年度に行う研究事業の内容）

４　人権の保護及び法令等の遵守への対応
	本欄には、本研究事業を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）に基づく手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を記述すること（１頁程度）。
個人情報の取扱いについては、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となる。
該当しない場合には、その旨記述すること。


５　研究事業を行う組織
	研究事業の内容
(「３．研究事業計画」に記入した研究項目別に研究事業の内容及び研究者氏名を記入すること)
	研　　究　　者　　氏　　名

	
	研　究　責　任　者
	研究者及び補助者

	
	
	


６　応募経費の妥当性・必要性

７－１　応募経費（金額単位：千円）
	年度
	研究事業の内容
（「３．研究事業計画」に記述した年度・研究項目ごとに記入すること）
	合　計
	応　募　経　費　の　費　目　別　内　訳

	
	
	
	物品費
	旅　費
	人件費・謝金
	その他

	９
(2027)
	
	
	
	
	
	

	９(2027)年度　合　計
	
	
	
	
	

	10
(2028)
	
	
	
	
	
	

	10(2028)年度　合　計
	
	
	
	
	

	11
(2029)
	
	
	
	
	
	

	11(2029)年度　合　計
	
	
	
	
	


７－２　研究項目ごとの明細（金額単位：千円）
	研究項目名
	

	物
品
費
	年度
	品　　　　　名
	数　　量
	金　　額

	
	９
(2027)
	
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	10
(2028)
	
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	11
(2029)
	
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	計
	

	旅　費

	年度
	事　項（積 算 内 訳）
	金　　額

	
	９
(2027)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	10
(2028)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	11
(2029)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	計
	

	人件
費
・
謝金
	年度
	事　項（積 算 内 訳）
	金　　額

	
	９
(2027)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	10
(2028)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	11
(2029)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	計
	

	そ
の
他
	年度
	事　項（積 算 内 訳）
	金　　額

	
	９
(2027)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	10
(2028)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	11
(2029)
	
	

	
	
	小　　計
	

	
	計
	


８　研究事業の効果
	本欄には、当該研究分野への貢献度及び期待される成果等について、当該研究事業に関連する学術的な蓄積の情報発信の方法を含め記述すること。なお、研究項目を設定している場合は研究項目ごとに記述すること（１頁程度）。


９　進捗状況の確認結果に対する対応事項（該当する学術研究諸団体のみ）
	本欄には、進捗状況の確認結果に対する対応事項について記述すること。特に、次の点について具体的かつ明確に記述すること（２頁程度）。
・過去に特定奨励費に採択されている学術研究諸団体にあっては、直近の研究事業期間中に科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会において実施した進捗状況の確認において指摘があった事項及びその対応状況等について、年度ごとに記述すること。


令和　年度進捗状況確認
（指摘事項）
（対応状況）
令和　年度進捗状況確認
（指摘事項）
（対応状況）
10　研究資金の獲得状況（金額単位：千円）
（１）採択、応募中及び受入予定の研究費の状況（特定奨励費以外）
	役割
	1.資金制度・研究費名（配分機関名）
2.研究期間
3.研究課題名

4.研究代表者氏名
	研究経費（期間全体額）（千円）
	エフォート（％）
	・研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由等
・左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役職

・科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること

	□代表
□分担
	1.
(相手機関の国名：　　)
2.（西暦）　　年　月～
　　（西暦）　　年　月
3.

4.
	
	
	・
・
・総額：　　千円


（※）令和６(2024)年度から令和８(2026)年度の各年度において採択された研究費及び令和８（2026）年度に応募中の課題や受入予定の研究費について記載すること。
（２）e-Rad外の研究費の状況および役職と所属機関への届け出状況
①e-Rad外の研究費
	契約の種類
	1.相手機関（相手機関の国名）
2.制度名
3.研究課題名

4.研究期間
	予算額
	エフォート（％）
	機密保持契約締結有無

	□補助金
□助成金
□共同研究費
□受託研究費
□その他の研究費
	1.
(相手機関の国名：　　)
2.
3.

4.（西暦）　　年　月～
　（西暦）　　年　月
	
	
	□有
□無


（※）e-Rad外の研究費とは、府省、地方公共団体、研究助成法人、民間企業等からシステム外にて受ける研究費等。
（※）対象者は「５研究事業を行う組織」に記載されている研究者とすること。
②兼業や、外国の人材登用プログラムへの参加、雇用契約のない名誉教授等を含む現在すべての所属機関・役職

	兼業、外国の人材登用プログラムへの参加、あるいは雇用契約のない名誉教授等
	相手機関の所在地

	
	


（※）対象者は「５研究事業を行う組織」に記載されている研究者とすること。
	当初計画
	成果（実績）

	
	


11　研究事業のこれまでの実施状況・成果（該当する学術研究諸団体のみ）
本欄には、研究事業の全体構想及びその中での本研究事業の目的について記述すること。特に、次の点について具体的かつ明確に記述すること（１頁程度）。


特定奨励費の「対象となる研究事業」に明らかに該当するものであるか。


学術研究諸団体として実施する事業であり、「個人又は複数の研究者において競争的研究費等を活用して行うべき研究」を対象としていないか。





本欄には、「３．研究事業計画」及び「５．研究事業を行う組織」で記述した事業内容や実施体制等を踏まえ、次頁以降に記入する研究経費の妥当性・必要性について記述すること（１～２頁程度）。








